
■令和８年度第３回狛江市教育委員会の自己点検及び評価に関する審査委員会次第

１ 日 時 令和８年６月 29 日（月）午後６時 30 分

２ 場 所 狛江市防災センター３階 301 会議室

３ 議 題

（１）令和８年度（令和７年度実施事業）再評価について②

担当部署：学校教育課

（２）その他

【資料】

・狛江市教育委員会の自己点検及び評価報告書（1-2-1-1 抜粋）

・学校教育課説明資料（1-2-1-1）（スライド資料）





令和８ 年度自己点検及び評価審査委員会

GIGAス ク ール推進構想 説明資料

狛江市教育委員会学校教育課



第４ 期狛江市教育振興基本計画（ 狛江市教育大綱） 上の位置付け

  切り 拓いていく 力の育成

    主体的に社会の形成に参画する 態度や生き る 力の育成

 確かな学力の定着と Ｄ Ｘ の時代を 生き 抜く ための基礎的・ 基本的な知識・  
 技能の伸長を 図り ま す。

 児童・ 生徒がデジタ ル技術を 適切に利用でき る 基礎的な力を 育むため、 校内に
 おける デジタ ル環境の整備と デジタ ル教材の積極的活用を 図る ため、 タ ブレ ッ ト  
 端末を 更新する と と も に、 更新時において、 小・ 中共通化を 図る 。 ま た、 デジタ
 ル教材の導入の拡充を 検討し 、 それら を 効果的に活用でき る 校内環境を 整える 。

施策展開の方向性

施策

施策展開の
具体的内容

基本方針

 児童・ 生徒が日常的にデジタ ルツ ールを 活用し 、 確かな学力の定着に向けた学習
 を 効果的に進めら れる 環境が実現し ており 、 デジタ ルツ ールを 活用し た個別最適
 な学習が進んでいる 。

到達目標
（ 令和11年度末）



本日のご説明事項

１ ． 統合型学習支援ソ フ ト ウ ェ ア「 ミ ラ イ シード 」 の導入

２ ． ネッ ト ワ ーク アセス メ ント の実施

３ ． 採点支援シス テムの試験導入（ R8本格導入）

４ ． セキュ リ ティ ポリ シーの改定 / 生成AI利活用ガイ ド ラ イ ン作成



統合型学習支援ソ フ ト ウ ェ ア「 ミ ラ イ シード 」 の導入

ド リ ルパーク

令和７ 年度の取組 ①

｜目的・ 概要

「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の一体的な充実に向けた 

  GIGAス ク ール構想と 、 教員の負担軽減（ 働き 方改革） を 推進する ため、

  個々の習熟度に応じ た学習が可能なアプリ ケーショ ン、

  シームレ ス な協働学習が可能なアプリ ケーショ ン等を一体的に提供する

「 ミ ラ イ シード 」   を全校で導入する 。

個々の子ど も の理解度・  
習熟度に応じ てAIが最適な
問題を出題する デジタ ルド
リ ル。

学習意欲を喚起する 仕掛け
も 有効に機能。

オク リ ンク プラ ス

児童・ 生徒が自分の意見
をま と める 、 共有する 、
協働する ためのツ ールで
個別学習・ 協働学習・ 振
り 返り が一体的に可能。

主なアプリ ケーショ ン

授業支援アプリ

の起動率

45 %

令和７ 年度

(率/週)



ネッ ト ワ ーク アセス メ ント の実施

令和７ 年度の取組 ②

統合型校務支援

シス テム の導入

（ 東京都共通）

令和７ 年度

セキュ リ ティ 環境

(ゼロ ト ラ ス ト )構築

ネッ ト ワ ーク 環境の

改善（ 機器更新）

ネッ ト ワ ーク

アセス メ ント の実施

令和８ 年度 令和９ 年度 令和10年度

｜目的・ 概要

 今後のGIGAス ク ール構想及び校務DXの推進に対応可能な、 安定的な通信環境の構築に向け、

 各学校における ネッ ト ワ ーク 環境の課題を調査する 。

｜今後の予定

令和10年度の統合型校務支援シス テムの導入に向け、 本事業によ り 特定し た
ネッ ト ワ ーク 上の課題を基に、 令和８ 年度にネッ ト ワ ーク 機器の更新等の措置を実施する 。



ネッ ト ワ ーク アセス メ ント の実施（ 調査結果）

令和７ 年度の取組 ②

国が示す当面の推奨帯域の達成状況

令和７ 年度
多く の学校で、 国

が示す当面の推奨

帯域を 満たし てい

なこ と が判明。

令和８ 年度の環境

改善事業(機器入

替)によ り 、 全校

での達成を 目指す。

✓PoEス イ ッ チ

型式が古いこ と によ る 性能不足及び構成が複雑化し ている 。

✓ルータ

特に中学校に設置さ れている 機種の型式が古く 、 性能が不足し ている 。

✓無線LANアク セス ポイ ント

古い型式であり 、 最新のWi-fi規格に対応し ていない。



採点支援シス テムの試験導入（ R8本格導入）

令和７ 年度の取組 ③

授業支援アプリ

の起動率

45 %

｜背景・ 目的

１ ． 市立中学校における 超過勤務時間が月45時間を 超過する 教員の累積割合は約30% （ R7時点）

２ ． 国の調査（ H30） では、 教員が最も 負担が大き いと 感じ る 業務で「 採点や成績処理」 が約３ 割を 占める 。

３ ． 教員の採点業務の負担を 軽減し 、 教員の心身の健康の維持と 個別最適な教育指導の充実を 図る 。

｜課題

１ ． 過度な業務負担の一要因である ｢採点業務｣の負担を

  軽減し 、 教員の心身の健康の維持と 、 生徒一人ひと り

  への個別最適な教育指導の充実を 図る 。

２ ． 教員の長時間勤務を 是正する ためには、 ICT活用に

  よ る 業務効率化に着手する こ と が必要不可欠。

切り 抜き 採点 自動採点

全中学校への採点支援ツ ール（ ソ フ ト ウ ェ ア） 『 百問繚乱』 の試験導入

『 数式』 『 英単語・ 英作文』 をAI-OCRで自動採点

 １ 問ごと に学級全員分の採点を行う 『 切抜き 採点』

 設問ごと の正答率等を一覧表示する 等、 学習指導を支援

 試験導入の結果、 業務効率化や人為的なミ ス の軽減、

採点後の指導の充実に大き く 貢献し ている と の所感を得てい

る 。 （ 採点支援ツール提供会社の検証結果によ れば、 採点業

務の時間が48.8% 減少）

本試行を経て、 令和８ 年度に本格導入済



セキュ リ ティ ポリ シーの改定 / 生成AI利活用ガイ ド ラ イ ン作成
令和７ 年度の取組 ④

 
• 情報セキュ リ ティ 委員会の設置

• 情報資産の重要性分類の明記

• ク ラ ウ ド サービ ス やソ ーシャ ルメ ディ ア
サービ ス の利用制限

• 児童生徒の端末利用に対する 指導  等

主な改正（ 新規追加） 事項 •  
• 生成AIを 教育活動で適切に利活用する 素地

を 作る べく 、 ま ずは教師自身が生成AIに慣
れ、 賢い付合い方を 学ぶこ と を 目指す。

• 教職員によ る Microsoft 365 Copilot Chat 
（ 有料アカウ ント を 活用） の利用を 認める 。

• 個人情報等の取扱いの禁止 等

主な事項

「 狛江市教育委員会生成AI利活用

 ガイ ド ラ イ ン 」 を 新たに作成

• 日常的に生成AIに触れる 機会が急増。

• 学校教職員の業務効率化や質向上に向け、
生成AIの活用を 促進。

• 一方、 生成AIの活用は、 不正確な情報生成
等のリ ス ク を はら む。

「 狛江市教育委員会教育情報

 セキュ リ ティ ポリ シー」 を 全面改正

• 校務上でのク ラ ウ ド サービ ス 等の活用が進む。

• GIGAス ク ール構想に基づき 、 児童生徒・ 教職
員のタ ブレ ッ ト 端末利用を 促進。

• 一方、 情報セキュ リ ティ リ ス ク は年々多様化
し 、 情勢に応じ た対策を 講じ る 必要性がある 。


